
10

20

JP 7396994 B2 2023.12.12

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7396994号

(P7396994)
(24)登録日　令和5年12月4日(2023.12.4)(45)発行日　令和5年12月12日(2023.12.12)

(54)【発明の名称】　撚線機

(51)国際特許分類
　   Ｄ０７Ｂ 7/02 (2006.01)
　   Ｄ０７Ｂ 3/08 (2006.01)
　   Ｂ２１Ｆ 7/00 (2006.01)
　   Ｈ０１Ｂ 13/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ｄ０７Ｂ 7/02 　　　　 　　　
　Ｄ０７Ｂ 3/08 　　　　 　　　
　Ｂ２１Ｆ 7/00 　　　Ａ 　　　
　Ｈ０１Ｂ 13/02 　　　Ｚ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-548706(P2020-548706)
(86)(22)出願日　 平成31年4月1日(2019.4.1)
(65)公表番号　 特表2021-517934(P2021-517934 

A)
(43)公表日　 令和3年7月29日(2021.7.29)
(86)国際出願番号　 PCT/EP2019/058164
(87)国際公開番号　 WO2019/197193
(87)国際公開日　 令和1年10月17日(2019.10.17)

審査請求日　 令和3年10月13日(2021.10.13)
(31)優先権主張番号　102018205566.1      
(32)優先日　 平成30年4月12日(2018.4.12)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

ドイツ(DE)

(73)特許権者　 599046737
マシーネンファブリーク・ニーホフ・ゲ 
ーエムベーハー・ウント・コー・カーゲ 
ー
ドイツ・９１１２６・シュヴァバッハ・ 
ヴァルター－ニーホフ－シュトラーセ・ 
２

(74)代理人　 100108453
弁理士　村山  靖彦

(74)代理人　 100110364
弁理士　実広  信哉

(74)代理人　 100133400
弁理士　阿部  達彦

(72)発明者　 ユルゲン・コール
ドイツ・９１１２６・カンマーシュタイ 

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 金 属 ワ イ ヤ か ら 、 撚 線 （ １ ） を 製 造 す る た め の 撚 線 機 で あ っ て 、 回 転 す る ロ ー タ  
を 備 え た 、 前 記 金 属 ワ イ ヤ を 撚 る た め の 撚 線 装 置 で あ っ て 、 前 記 ロ ー タ は 、 細 長 い 、 径 方  
向 外 側 に 向 か っ て 湾 曲 し 、 か つ そ の 両 方 の 端 部 に お い て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 、 前 記  
ロ ー タ と 共 に 回 転 す る フ ラ イ ヤ ー 弓 を 備 え 、 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） が 、 前 記 フ ラ イ ヤ ー 弓 の 回  
転 体 積 内 部 、 す な わ ち 前 記 フ ラ イ ヤ ー 弓 が そ の 周 り を 回 転 す る 空 間 内 で 、 ２ つ の ロ ー タ シ  
ャ フ ト 軸 受 ハ ウ ジ ン グ を 用 い て ２ つ の 別 個 の ロ ー タ シ ャ フ ト 部 分 に 、 そ の 左 端 と 右 端 と に  
お い て 懸 架 さ れ た 、 撚 線 装 置 を 有 す る 撚 線 機 に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ） 内 に お い て 、 前 記 撚 線 （ １ ） の 方 向 転 換 の た め の 、 少 な く と も １  
つ の 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） と 、 前 記 撚 線 （ １ ） を 案 内 す る た め の 少  
な く と も １ つ の 案 内 装 置 （ ８ ） と 、 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） の 端 面  
に お い て 、 前 記 撚 線 （ １ ） の た め の 走 行 面 は 、 そ の 断 面 に 対 し て 楔 形 の リ セ ス を 備 え 、 該  
楔 形 の リ セ ス は 、 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） の 中 心 面 に 対 し て 斜 め に 、 内 側 に 向 か っ て 方  
向 付 け ら れ た 第 １ の 側 面 （ ９ ａ ） 及 び 第 ２ の 側 面 を 備 え 、 前 記 案 内 装 置 （ ８ ） は 、 前 記 撚  
線 （ １ ） が 直 線 上 で 、 前 記 案 内 装 置 （ ８ ） か ら 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） ま で 誘 導 さ れ る  
こ と が 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 撚 線 （ １ ） が 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） の 前 記 第  
１ の 側 面 （ ９ ａ ） に 対 し て 、 ま た は 前 記 第 １ の 側 面 （ ９ ａ ） と は 異 な る 、 前 記 方 向 転 換 ロ  
ー ラ （ ９ ） の 前 記 第 ２ の 側 面 に 対 し て 、 押 し 付 け ら れ る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴  
と す る 撚 線 機 。

請求項の数　8　（全8頁）
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【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 撚 線 （ １ ） の 移 動 方 向 に お い て 、 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） の 後 方 に 、 引 張 装 置 が  
配 置 さ れ て お り 、 前 記 引 張 装 置 は 、 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） か ら 排 出 さ れ る 前 記 撚 線 （  
１ ） に 張 力 を 加 え る の に 適 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 撚 線 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 引 張 装 置 が 、 巻 線 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 撚 線 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 撚 線 接 点 が 、 前 記 案 内 装 置 （ ８ ） 上 に あ り 、 前 記 案 内 装 置 か ら 、 前 記 撚 線 （ １ ） は 、 前  
記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） に 向 か っ て 直 線 上 を 誘 導 さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 、  
前 記 撚 線 （ １ ） が 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） の 前 記 第 １ の 側 面 （ ９ ａ ） に 押 し 付 け ら れ 、  
か つ 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） の 中 心 面 に 対 し て ず ら さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 撚 線 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 案 内 装 置 （ ８ ） が 、 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） に 対 し て 移 動 可 能 で あ り 、 前 記 方 向  
転 換 ロ ー ラ （ ９ ） の 中 心 面 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項  
１ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 撚 線 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 案 内 装 置 が 、 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 案 内 ロ ー ラ （ ９ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請  
求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 撚 線 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 複 数 の 金 属 ワ イ ヤ か ら 撚 線 （ １ ） を 製 造 す る た め の 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の 撚 線 機 で 実 施 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 前 記 金 属 ワ イ ヤ が 、 撚 線 装 置 内 で 撚 ら れ 、  
前 記 撚 線 （ １ ） は 、 前 記 撚 線 装 置 か ら 案 内 装 置 （ ８ ） に 誘 導 さ れ 、 前 記 撚 線 （ １ ） は 、 直  
線 上 を 、 前 記 案 内 装 置 （ ８ ） か ら 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） に 誘 導 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 前 記  
撚 線 （ １ ） は 、 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） の 第 １ の 側 面 （ ９ ａ ） に 対 し て 、 ま た は 前 記 方  
向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） の 前 記 第 ２ の 側 面 に 対 し て 押 し 付 け ら れ 、 前 記 撚 線 （ １ ） は 、 前 記 方  
向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） に よ っ て 方 向 転 換 さ れ 、 前 記 撚 線 （ １ ） は 、 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９  
） か ら 排 出 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 撚 線 （ １ ） が 、 前 記 方 向 転 換 ロ ー ラ （ ９ ） に よ っ て 方 向 転 換 す る 際 に 、 前 記 方 向 転  
換 ロ ー ラ （ ９ ） の 前 記 第 １ の 側 面 （ ９ ａ ） か ら ま た は 前 記 第 ２ の 側 面 か ら ロ ー ラ 底 部 （ ９  
ｂ ） 内 に 移 動 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 優 先 権 出 願 D E  1 0  2 0 1 8  2 0 5  5 6 6 . 1 の 内 容 全 体 は 、 参 照 に よ っ て 、 本 出 願 の 構 成 要 素  
と な る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 は 、 複 数 の 、 好 ま し く は 金 属 の ワ イ ヤ か ら 、 撚 線 を 製 造 す る た め の 撚 線 機 に 関 す  
る 。 撚 線 機 内 で は 、 複 数 の こ の よ う な ワ イ ヤ が 、 ね じ る こ と に よ っ て 互 い に 撚 り 合 わ さ れ  
、 す な わ ち 、 撚 線 に 加 工 さ れ る 。 そ の 際 、 ワ イ ヤ は 、 好 ま し く は 銅 合 金 か ら 製 造 さ れ て お  
り 、 特 に 好 ま し く は 、 銅 － マ グ ネ シ ウ ム 合 金 、 又 は 、 銅 － ス ズ 合 金 で 、 例 え ば マ グ ネ シ ウ  
ム 又 は ス ズ の 割 合 が ０ ． ２ ％ 又 は ０ ． ３ ％ の 合 金 、 又 は 、 同 様 に 好 ま し く は 、 銅 － 銀 合 金  
か ら 製 造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 撚 線 機 は 、 ワ イ ヤ を 撚 る た め の 撚 線 装 置 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 好 ま し く は 、 撚 線 装 置 は 、 回 転 す る ロ ー タ を 有 し て お り 、 当 該 ロ ー タ は 、 細 長 い 、 径 方  
向 外 側 に 向 か っ て 湾 曲 し た 、 そ の 両 方 の 端 部 に お い て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た フ ラ イ ヤ  
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ー 弓 を 有 し て い る 。 複 数 の ワ イ ヤ は 、 ロ ー タ に 供 給 さ れ 、 フ ラ イ ヤ ー 弓 の 上 方 に 誘 導 さ れ  
、 そ れ に よ っ て 、 １ つ 又 は 複 数 の 撚 り 点 に お い て 、 ワ イ ヤ が ね じ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 好 ま し く は 、 撚 線 機 は 、 撚 線 を 撚 線 装 置 か ら 取 り 外 す た め の 、 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ  
た 取 り 外 し デ ィ ス ク を 有 し て い る 。 好 ま し く は 、 取 り 外 し デ ィ ス ク は 、 撚 線 の 取 り 外 し に  
必 要 な 引 張 応 力 を 形 成 す る た め に 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 撚 線 を 撚 線 装 置 か ら 取 り 外 し た 後 、 撚 線 は 、 好 ま し く は 適 切 な 巻 線 装 置 を 用 い て 、 ボ ビ  
ン に 巻 き 付 け ら れ る か 、 又 は 、 直 接 、 さ ら に 加 工 さ れ る 。 撚 線 が ボ ビ ン に 巻 き 付 け ら れ る  
場 合 、 ボ ビ ン は 一 般 的 に 、 撚 線 を 巻 く た め の シ リ ン ダ 形 の ボ ビ ン コ ア と 、 ボ ビ ン コ ア の 両  
方 の 端 部 に そ れ ぞ れ 、 デ ィ ス ク 様 の フ ラ ン ジ と 、 を 有 し て お り 、 そ れ に よ っ て 、 ボ ビ ン コ  
ア か ら 巻 線 が 滑 り 落 ち る こ と が 防 止 さ れ る 。 撚 線 を 巻 い て い る 間 、 ボ ビ ン は 一 般 的 に 、 ボ  
ビ ン コ ア の 長 手 軸 （ 以 下 に お い て 「 ボ ビ ン 軸 」 と 短 縮 し て 表 現 す る ） の 周 り に 回 転 し て い  
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 に 、 諸 撚 り 撚 線 機 と し て 動 作 す る 、 フ ラ イ ヤ ー 弓 を 有 す る 上 述 の 型 の 撚 線 機 の 場 合 、  
必 要 に 応 じ て 取 り 外 し デ ィ ス ク 、 及 び 、 必 要 に 応 じ て 巻 線 装 置 も 、 及 び 、 撚 線 を 好 ま し く  
は フ ラ イ ヤ ー 弓 の 回 転 体 積 内 部 で 、 す な わ ち フ ラ イ ヤ ー 弓 が そ の 周 り を 回 転 す る 空 間 内 で  
巻 き つ け る た め の ボ ビ ン が 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 、 取 り 外 し デ ィ ス ク 、 巻 線 装 置 及 び ／  
又 は ボ ビ ン は 、 限 ら れ た 設 置 空 間 の み を 利 用 で き る 。 そ の 際 、 ボ ビ ン 軸 は 、 ロ ー タ 軸 に 対  
し て ほ ぼ 直 角 で あ る か 、 ロ ー タ 軸 に 対 し て ほ ぼ 平 行 で あ る か 、 又 は 、 ロ ー タ 軸 に 対 し て 別  
の 角 度 を 成 し て 配 置 さ れ て い て よ い 。 撚 線 は 、 好 ま し く は 、 ロ ー タ 軸 に 沿 っ て 、 ロ ー タ か  
ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 製 造 さ れ た 撚 線 に 関 し て は 、 撚 線 が ね じ れ を 有 し 得 る と い う 問 題 が 生 じ る 。 加 え て 、 撚  
線 は 、 負 荷 を 加 え ら れ て い な い 状 態 で は 、 曲 が る 傾 向 、 「 カ ー ル す る 」 傾 向 、 及 び 、 「 転  
が る 」 、 す な わ ち ル ー プ を 形 成 す る 傾 向 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の こ と は 、 撚 線 を さ ら に 加 工 す る 際 、 特 に 、 ボ ビ ン に 巻 き 付 け る 際 、 組 み 立 て 及 び ク  
ラ ン プ の 際 、 す な わ ち 撚 線 に コ ネ ク タ を ク ラ ン プ す る 際 に 問 題 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ っ て さ ら に 、 押 出 、 す な わ ち 押 出 プ ロ セ ス に お い て 、 プ ラ ス チ ッ ク 絶 縁 体 を 撚  
線 の 周 囲 に 鋳 造 す る こ と が 困 難 に な る 。 特 に 上 述 の 現 象 は 、 押 出 の 際 に 、 連 続 的 に は 機 能  
せ ず 、 明 ら か に 低 い 撚 線 の 送 り 速 度 の み を 可 能 に す る 回 転 す る 接 線 方 向 排 出 の 代 わ り に 、  
連 続 的 に 機 能 す る い わ ゆ る 袋 式 排 出 を 用 い る こ と を 妨 げ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 最 後 に 、 撚 線 の ね じ れ と 、 撚 線 の 「 カ ー ル す る 」 傾 向 と 、 は 可 能 な 曲 げ サ イ ク ル の 数 、  
す な わ ち 材 料 疲 労 又 は 材 料 破 壊 を 生 じ ず に 実 施 可 能 で あ る 曲 げ サ イ ク ル の 数 を 減 少 さ せ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 製 造 さ れ た 撚 線 が 、 少 な い ね じ れ を 有 し 、 「 カ ー ル す る 」 傾  
向 が 少 な く な る よ う な 撚 線 機 と 、 撚 線 を 製 造 す る た め の 方 法 と 、 を 記 載 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 課 題 は 、 独 立 請 求 項 に 記 載 の 撚 線 機 と 、 撚 線 を 製 造 す る た め の 方 法 と 、 に よ っ て 解 決  
さ れ る 。 本 発 明 の 有 利 な 態 様 は 、 従 属 請 求 項 に 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 撚 線 の ね じ れ と 「 カ ー ル す る 」 傾 向 と は 、 以 下 に お い て 「 撚 り ね じ れ 」 と 呼  
ば れ る 、 撚 線 を 撚 る こ と に よ っ て 生 じ る ね じ れ の 方 向 に 、 好 ま し く は 撚 線 を 伸 ば す の と 共  
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に 、 す な わ ち 、 撚 線 の 塑 性 変 形 に つ な が る 伸 展 と 共 に 移 動 す る こ と に よ っ て 減 少 し 得 る と  
い う 観 察 に 基 づ い て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 に 係 る 撚 線 機 と 、 本 発 明 に 係 る 撚 線 の 製 造 方 法 と に お い て 、 こ の 観 察 を  
考 慮 し た 少 な く と も １ つ の 方 策 が 実 現 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 撚 線 機 は 、 撚 線 の 方 向 転 換 の た め の 、 少 な く と も １ つ の 回 転 可 能 に 取 り 付  
け ら れ た 方 向 転 換 ロ ー ラ と 、 撚 線 を 誘 導 す る た め の 少 な く と も １ つ の 案 内 装 置 と 、 を 有 し  
て お り 、 当 該 案 内 装 置 は 、 撚 線 が 直 線 上 で 、 案 内 装 置 か ら 方 向 転 換 ロ ー ラ ま で 誘 導 可 能 で  
あ り 、 そ れ に よ っ て 、 撚 線 が 方 向 転 換 ロ ー ラ の 第 １ の 側 面 に 押 し 付 け ら れ る よ う に 配 置 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 方 向 転 換 ロ ー ラ は 、 一 般 的 な 構 造 を 有 し て お り 、 方 向 転 換 ロ ー ラ の 端 面 に お い て 、 撚 線  
の 走 行 面 は 、 断 面 に 楔 形 の リ セ ス を 有 し て い る 。 こ の 楔 形 の リ セ ス は 、 方 向 転 換 ロ ー ラ の  
中 心 面 に 対 し て 斜 め に 、 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 方 向 付 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 側 面 を 有 し  
て い る 。 両 方 の 側 面 の 内 側 縁 部 に 近 い 領 域 で は 、 走 行 面 の 半 径 が 最 小 で あ り 、 当 該 領 域 は  
、 ロ ー ラ 底 部 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 方 向 転 換 ロ ー ラ に よ っ て 方 向 転 換 す る 際 、 撚 線 は 、 そ の 流 入 点 か ら 流 出 点 ま で の 経 路 上  
で 、 方 向 転 換 ロ ー ラ の 第 １ の 側 面 か ら ロ ー ラ 底 部 内 へ と 移 動 す る 。 分 か り や す く 言 う と 、  
そ の 際 、 撚 線 が 第 １ の 側 面 に お い て 、 ロ ー ラ 底 部 内 に 「 滑 り 」 落 ち る 。 そ の 際 、 撚 線 は 、  
撚 り ね じ れ と 共 に 、 又 は 、 撚 り ね じ れ に 反 し て 生 じ る 動 き を 経 験 す る 。 第 １ の 側 面 が 、 方  
向 転 換 ロ ー ラ の 走 行 面 の 両 方 の 側 面 の 内 か ら 、 対 応 し て 選 択 さ れ る こ と に よ っ て 、 撚 線 が  
撚 り ね じ れ と 共 に 動 く こ と が 実 現 し 、 そ れ に よ っ て 、 撚 線 が 「 カ ー ル す る 」 傾 向 が 減 少 す  
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 で は 、 付 加 的 に 、 方 向 転 換 ロ ー ラ の 後 方 に お け る 撚 線 の 移 動 方 向  
に お い て 、 引 張 装 置 が 配 置 さ れ て お り 、 当 該 引 張 装 置 は 、 方 向 転 換 ロ ー ラ か ら 排 出 さ れ る  
撚 線 に 張 力 を 加 え る の に 適 し て い る 。 こ れ に よ っ て 、 撚 線 が 伸 ば さ れ 、 す な わ ち 、 撚 線 の  
塑 性 変 形 に つ な が る 伸 展 が 行 わ れ 、 そ れ に よ っ て 、 撚 線 の 「 カ ー ル す る 」 傾 向 が 、 同 様 に  
減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 引 張 装 置 は 、 巻 線 装 置 で あ る 。 い ず れ に し て も 、 こ の よ う な 巻 線 装 置 は 、  
製 造 さ れ た 撚 線 を 巻 き つ け る た め に 、 多 く の 撚 線 機 に お い て 既 に 設 け ら れ て い る 。 巻 線 装  
置 に よ っ て 、 所 望 さ れ る 張 力 が 、 方 向 転 換 ロ ー ラ か ら 排 出 さ れ る 撚 線 に 、 特 に 巻 線 装 置 内  
で 駆 動 さ れ る ボ ビ ン 軸 を 通 じ て 加 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 好 ま し い 態 様 で は 、 撚 線 接 点 は 、 案 内 装 置 上 に あ り 、 当 該 案 内 装 置 に  
よ っ て 、 撚 線 は 、 直 線 上 を 、 撚 線 が 方 向 転 換 ロ ー ラ の 第 １ の 側 面 に 押 し 付 け ら れ 、 方 向 転  
換 ロ ー ラ の 中 心 面 に 対 し て ず ら さ れ て い る よ う に 、 方 向 転 換 ロ ー ラ に 向 か っ て 誘 導 さ れ 得  
る 。 そ れ に よ っ て 、 撚 線 は 、 方 向 転 換 ロ ー ラ 上 を 偏 心 に 走 行 し 、 こ の よ う な 方 法 で 、 さ ら  
な る 押 圧 装 置 を 必 要 と せ ず に 、 自 動 的 に 方 向 転 換 ロ ー ラ の 第 １ の 側 面 に 押 し 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 好 ま し い 態 様 で は 、 案 内 装 置 は 、 撚 線 が 直 線 上 で 、 案 内 装 置 か ら 方 向  
転 換 ロ ー ラ ま で 誘 導 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 撚 線 が 方 向 転 換 ロ ー ラ の 第 １ の 側 面 と は  
異 な る 第 ２ の 側 面 に 押 し 付 け ら れ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 、 撚 線 は 、 方 向 転 換 ロ  
ー ラ の 第 １ の 側 面 又 は 第 ２ の 側 面 に 、 選 択 的 に 押 し 付 け ら れ 得 る 。 こ の 選 択 は 、 撚 線 の 撚  
り 方 向 、 す な わ ち 各 ワ イ ヤ が 撚 り に 際 し て 互 い に ね じ り 合 わ さ れ て い る 方 向 に 依 存 し て 、  
及 び 、 撚 り ね じ れ に 依 存 し て 行 わ れ 得 る 。 こ の 際 、 ワ イ ヤ が 反 時 計 回 り に 互 い の 周 り に 巻  
か れ て い る い わ ゆ る Ｓ 撚 り と 、 ワ イ ヤ が 時 計 回 り に 互 い の 周 り に 巻 か れ て い る い わ ゆ る Ｚ  
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撚 り と 、 が 区 別 さ れ 、 こ の 特 性 は 、 撚 線 が 観 察 さ れ る 方 向 に 対 し て 不 変 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 案 内 装 置 は 、 方 向 転 換 ロ ー ラ に 対 し て 移 動 可 能 で あ り 、 特 に 方 向 転 換 ロ ー  
ラ の 中 心 面 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 移 動 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 方 法 で 、 撚 線 接 点 が 、 案 内 装  
置 上 で 、 方 向 転 換 ロ ー ラ に 対 し て 正 確 に 調 整 さ れ る 。 さ ら に 好 ま し く は 、 そ れ に よ っ て 、  
撚 線 が 押 し 付 け ら れ る べ き 方 向 転 換 ロ ー ラ の 側 面 も 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 付 加 的 又 は 代 替 的 に 、 撚 線 が 押 し 付 け ら れ る べ き 方 向 転 換 ロ ー ラ の 側 面 の 選 択 も 、 撚 線  
が 案 内 装 置 の 異 な る 側 を 巡 ら さ れ る こ と に よ っ て 行 わ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 好 ま し い 態 様 で は 、 案 内 装 置 は 、 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 案 内 ロ ー  
ラ で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 撚 線 の 案 内 装 置 に 対 す る 摩 擦 が 減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 対 象 は さ ら に 、 複 数 の 、 好 ま し く は 金 属 の ワ イ ヤ か ら 撚 線 を 製 造 す る た め の 、  
本 発 明 に 係 る 撚 線 機 で 実 施 さ れ る 方 法 で あ る 。 当 該 方 法 で は 、 ワ イ ヤ が 、 撚 線 装 置 内 で 撚  
ら れ 、 撚 線 は 、 撚 線 装 置 か ら 案 内 装 置 に 誘 導 さ れ 、 撚 線 は 、 直 線 上 を 、 案 内 装 置 か ら 方 向  
転 換 ロ ー ラ に 誘 導 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 撚 線 は 、 方 向 転 換 ロ ー ラ の 第 １ の 側 面 に 押 し 付 け  
ら れ 、 撚 線 は 、 方 向 転 換 ロ ー ラ に よ っ て 方 向 転 換 さ れ 、 撚 線 は 、 方 向 転 換 ロ ー ラ か ら 排 出  
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 際 、 好 ま し く は 撚 線 は 、 方 向 転 換 ロ ー ラ に よ る 方 向 転 換 の 際 に 、 方 向 転 換 ロ ー ラ の  
第 １ の 側 面 か ら ロ ー ラ 底 部 内 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 撚 線 の 誘 導 に よ っ て 、 上 述 の 機 構 に 基 づ き 、 撚 線 の ね じ れ と 「 カ ー ル す る 」 傾 向 と  
は 、 減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 態 様 が 、 以 下 の 説 明 に 関 連 し て 、 添 付 の 図 面 に 示 さ れ て い る 。 示 さ れ て  
い る の は 以 下 の 図 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 撚 線 機 の 一 部 を 、 撚 線 の 流 れ と 共 に 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に 係 る 撚 線 機 を 通 る 撚 線 １ の 流 れ が 示 さ れ て お り 、 当 該 実 施 例 で は 、  
当 該 撚 線 機 は 、 好 ま し く は 諸 撚 り の 撚 線 機 で あ る 。 撚 線 機 は 、 撚 線 装 置 を 有 し て お り 、 当  
該 撚 線 装 置 内 で は 、 フ ラ イ ヤ ー 弓 （ 図 示 略 ） を 有 す る ロ ー タ が 回 転 す る 。 フ ラ イ ヤ ー 弓 の  
回 転 体 積 内 部 で は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ が 、 そ の 左 端 及 び 右 端 に お い て 、 ２ つ の ロ ー タ シ ャ フ ト  
軸 受 ハ ウ ジ ン グ を 用 い て 、 ２ つ の 別 個 の ロ ー タ シ ャ フ ト 部 分 （ ど ち ら も 図 示 略 ） に 懸 架 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 撚 線 １ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ の 開 口 部 ３ を 通 っ て 、 駆 動 さ れ た 取 り 外 し デ ィ ス ク ４ の 方 へ 向  
か い 、 取 り 外 し デ ィ ス ク ４ は 、 撚 線 １ を 、 引 張 応 力 を 加 え る こ と に よ っ て 、 撚 線 装 置 か ら  
取 り 外 す 。 取 り 外 し デ ィ ス ク ４ と 、 取 り 外 し デ ィ ス ク ４ の 上 方 に 、 取 り 外 し デ ィ ス ク ４ に  
対 し て 平 行 に 配 置 さ れ た 持 ち 上 げ ロ ー ラ ５ と は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の 走 行 溝 を 有 し て お り 、 当  
該 走 行 溝 を 通 っ て 、 撚 線 １ が 交 互 に 誘 導 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 撚 線 １ は 、 取 り 外 し デ ィ ス  
ク ４ と 持 ち 上 げ ロ ー ラ ５ と を 、 交 互 に 、 全 部 で 複 数 回 通 過 す る 。 こ の 際 、 取 り 外 し デ ィ ス  
ク ４ と 持 ち 上 げ ロ ー ラ ５ と は 、 第 １ の ね じ れ 止 め と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ れ に 続 い て 、 撚 線 １ は 、 ２ つ の 方 向 転 換 ロ ー ラ ６ 及 び ７ を 通 過 し 、 そ の 際 に 全 体 で ２  
７ ０ ° の 方 向 転 換 が 行 わ れ る 。 こ の と き 、 方 向 転 換 ロ ー ラ ７ か ら 排 出 さ れ る 撚 線 が 、 方 向  
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転 換 ロ ー ラ ６ 上 を 走 行 す る 撚 線 に 衝 突 し な い よ う に 、 方 向 転 換 ロ ー ラ ７ は 軽 く 傾 斜 し て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 撚 線 １ は 、 （ 当 該 実 施 例 で は 左 の ） 側 に お い て 、 そ の 軸 が ほ ぼ 垂 直 に 延 在 し て  
い る 、 回 転 可 能 な 案 内 ロ ー ラ ８ に 沿 っ て 走 行 す る 。 案 内 ロ ー ラ ８ に よ っ て 、 撚 線 １ が そ の  
軌 道 か ら わ ず か に そ ら さ れ 、 次 の 方 向 転 換 ロ ー ラ ９ 上 で 、 中 央 を 走 行 す る の で は な く 、 方  
向 転 換 ロ ー ラ ９ の （ 当 該 実 施 例 で は 、 撚 線 １ の 走 行 方 向 に 見 て 左 の ） 側 面 ９ ａ に 対 し て 押  
し 付 け ら れ る こ と が も た ら さ れ る 。 方 向 転 換 ロ ー ラ ９ に 対 す る 案 内 ロ ー ラ ８ の 位 置 は 、 ノ  
ギ ス １ ２ に よ っ て 正 確 に 調 整 さ れ 得 る 。 ノ ギ ス １ ２ を 用 い て 、 案 内 ロ ー ラ ８ の 軸 を 、 方 向  
転 換 ロ ー ラ ９ の 中 心 面 に 対 し て ほ ぼ 直 角 に 、 前 後 に 動 か す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 撚 線 １ は 、 方 向 転 換 ロ ー ラ ９ の 周 り を 、 約 １ ８ ０ ° よ り も 少 な い 角 度 で 巻 き 付 い て い る  
。 撚 線 １ は 、 そ の 左 側 側 面 ９ ａ に お け る 方 向 転 換 ロ ー ラ ９ へ の 流 入 点 か ら 、 流 出 点 ま で の  
経 路 に お い て 、 側 面 ９ ａ か ら ロ ー ラ 底 部 ９ ｂ 内 に 移 動 す る 。 そ の 際 、 撚 線 １ は 、 撚 り ね じ  
れ を 伴 っ て 移 動 し 、 そ れ に よ っ て 、 上 述 の 、 撚 線 の 「 カ ー ル す る 」 傾 向 は 減 少 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 撚 線 機 は さ ら に 、 さ ら な る 方 向 転 換 ロ ー ラ １ ０ 及 び １ １ を 有 す る ト ラ バ ー ス 装 置 １ ６ を  
有 し て お り 、 ト ラ バ ー ス 装 置 １ ６ は 、 ト ラ バ ー ス 軸 に 沿 っ て 、 ス ピ ン ド ル （ 図 示 略 ） 上 を  
移 動 可 能 で あ る 。 当 該 ス ピ ン ド ル は 、 ２ つ の （ 図 １ で は 断 面 で 示 さ れ て い る ） 軸 受 １ ３ 、  
１ ４ に 支 承 さ れ て お り 、 （ 同 様 に 断 面 で 示 さ れ た ） 駆 動 輪 １ ５ に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 当 該  
ス ピ ン ド ル は 、 巻 線 装 置 の 巻 線 ボ ビ ン の ボ ビ ン 軸 （ 同 じ く 図 示 略 ） に 対 し て 平 行 に 延 在 し  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 撚 線 １ は 、 ト ラ バ ー ス 装 置 １ ６ の ス ピ ン ド ル に 対 し て 平 行 に 、 方 向 転 換 ロ ー ラ ９ か ら 排  
出 さ れ 、 従 っ て 、 ト ラ バ ー ス 装 置 １ ６ の 移 動 位 置 と は 無 関 係 に 、 常 に 同 じ 角 度 に お い て 、  
ト ラ バ ー ス 装 置 １ ６ の 方 向 転 換 ロ ー ラ １ ０ 上 を 走 行 し て い る 。 方 向 転 換 ロ ー ラ １ ０ 及 び １  
１ に よ っ て 、 撚 線 １ は 、 再 び 方 向 転 換 さ れ 、 最 終 的 に 、 巻 線 装 置 に 誘 導 さ れ 、 巻 線 装 置 で  
、 巻 線 ボ ビ ン （ ど ち ら も 図 示 略 ） に 、 ト ラ バ ー ス 装 置 １ ６ の 移 動 位 置 に よ っ て 決 定 さ れ る  
巻 線 ボ ビ ン の 軸 方 向 位 置 に お い て 巻 き 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ の 際 、 駆 動 さ れ た 巻 線 ボ ビ ン は 、 張 力 を 撚 線 １ に 及 ぼ し 、 そ れ に よ っ て 、 撚 線 １ は 、  
好 ま し く は 高 い 接 触 圧 力 で 、 方 向 転 換 ロ ー ラ ９ に 押 し 付 け ら れ 、 方 向 転 換 ロ ー ラ ９ と 巻 線  
ボ ビ ン と の 間 で 軽 く 、 典 型 的 に は ２ ％ か ら ３ ％ 伸 ば さ れ る 。 こ の よ う な 方 法 で 、 撚 線 が 撚  
り を 通 じ て 経 験 す る ら せ ん 構 造 が 、 さ ら に 最 小 化 さ れ る か 、 又 は 、 完 全 に 除 去 さ れ る 。 こ  
の 点 に お い て 、 方 向 転 換 ロ ー ラ ９ は 、 （ 第 ２ の ） ね じ れ 止 め と し て 機 能 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 １   撚 線
　 　 ２   ハ ウ ジ ン グ
　 　 ３   開 口 部
　 　 ４   取 り 外 し デ ィ ス ク
　 　 ５   持 ち 上 げ ロ ー ラ
　 　 ６ 、 ７   方 向 転 換 ロ ー ラ
　 　 ８   案 内 ロ ー ラ
　 　 ９   方 向 転 換 ロ ー ラ
　 　 ９ ａ   第 １ の 側 面
　 　 ９ ｂ   ロ ー ラ 底 部
　 　 １ ０ 、 １ １   方 向 転 換 ロ ー ラ
　 　 １ ２   ノ ギ ス
　 　 １ ３ 、 １ ４   軸 受
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　 　 １ ５   駆 動 輪
　 　 １ ６   ト ラ バ ー ス 装 置
【 図 面 】
【 図 １ 】
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